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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 31 号 （2018 年 10 月）

よすみちゃん

1948 年頃の猪目洞窟

弥生～古墳時代の
桃形土製品（長さ3.6cm）

第31号

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅲ

★
ミ
ニ
企
画
展

好
評
開
催
中
～
12
月
３
日（
月
）

11
月
17
日（
土
）～
２
月
４
日（
月
）

【 

入
場
無
料 

】
　

猪
目
洞
窟
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
の

は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
70
年
前
の

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
10
月
の
こ
と

で
し
た
。漁
船
置
場
を
整
備
す
る
た
め
、

海
岸
沿
い
の
洞
窟
内
に
堆
積
し
て
い
る

土
砂
を
取
り
除
く
作
業
中
、
人
骨
や
土

器
・
木
器
な
ど
が
大
量
に
出
土
し
た
の

で
す
。

　

今
回
、遺
跡
発
見
70
年
を
記
念
し
て
、

　

こ
れ
ま
で
６
話
に
わ
た
っ
た
シ
リ
ー

ズ
「
出
雲
を
掘
る
」
で
す
が
、
今
回
は

小
山
遺
跡
を
取
り
あ
げ
ま
す
。

　

小
山
遺
跡
は
、
出
雲
平
野
の
中
央
、

小
山
町
に
位
置
し
、
そ
の
北
西
に
矢
野

遺
跡
、北
東
に
大
塚
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
の
存
在
が
認
知
さ
れ
た
の

は
、
70
年
前
の
こ
と
で
す
。
１
９
４
８

（
昭
和
23
）年
、
島
根
師
範
学
校
（
現
在

の
島
根
大
学
教
育
学
部
）教
授
の
山
本

清
氏
が
、
大
塚
町
の
南
端（
大
塚
遺
跡
）

で
土
木
工
事
の
際
に
見
つ
か
っ
た
土
師

器
や
須
恵
器
を
『
島
根
考
古
学
』
で
報

告
し
、「
こ
の
西
に
は
矢
野
地
区
が
あ
っ

て
、
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
風ふ

ど

き
土
記
に
見
え
る
矢
野
郷

の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

原
始
時
代
か
ら
こ
の
あ
た
り
に
集
落
が

発
達
し
て
以
後
お
よ
そ
今
日
ま
で
続
い

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
山
本
氏
は
、
見
つ
か
っ
た
土

器
か
ら
、
大
塚
町
に
隣
接
す
る
小
山
町

や
矢
野
町
へ
と
遺
跡
が
広
が
る
と
考
え

た
の
で
す
。
そ
の
後
、
１
９
５
６（
昭

和
31
）年
に
市
の
文
化
財
調
査
委
員
を

「
黄よ

み泉
の
穴
」
の
人
骨

～
猪い
の
め
ど
う
く
つ

目
洞
窟
遺
跡
発
見
70
年
～

出
雲
を
掘
る 

第
７
話

「
小お
や
ま山
遺
跡
―
発
見
か
ら
70
年
―
」

猪
目
洞
窟
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
骨
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
人
骨
は
普
段
、
館

内
の
収
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
り
、
一
般

観
覧
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
見
学
希
望
の

問
い
合
わ
せ
が
最
も
多
い
資
料
で
す
。

　

こ
の
遺
跡
が
注
目
を
集
め
る
理
由

は
、
人
骨
を
は
じ
め
多
様
な
遺
物
が
出

土
し
た
こ
と
に
加
え
、そ
の
場
所
が「
出

雲
国
風
土
記
」
に
記
さ
れ
た
死
後
の
世

界
へ
の
入
り
口
『
黄
泉
の
穴
』
に
あ
た

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い

る
た
め
で
す
。『
黄
泉
の
穴
』
か
ら
人

骨
が
出
土
し
た
と
い
う
話
題
は
、
発
見

当
時
か
ら
今

に
い
た
る
ま

で
、
多
く
の

人
々
の
興
味

を
惹ひ

い
て
い

ま
す
。

　

出
土
し
た

人
骨
は
、
当

初
十
数
体
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
近

年
の
精
査
で
、
そ
の
総
数
は
二
十
体
分

以
上
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一

体
は
弥
生
時
代
の
も
の
、
そ
の
他
は
全

て
古
墳
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
残
存
状
態
の
良

い
も
の
５
体
分
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

古
代
の
出
雲
に
生
き
た
人
々
の
姿
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
（
石
橋
紘
二
）

し
て
い
た
池
田
満
雄
氏
に
よ
っ
て
四
絡

小
学
校
付
近
か
ら
同
様
の
土
器
の
出
土

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
小

山
遺
跡
や
矢
野
遺
跡
は
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
文
化
財
課
に
よ
る
小
山

遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
中
心
に
展

示
を
行
い
ま
す
。　
　
　
（
髙
橋　

周
）
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発掘現場（矢印部分が発掘現場・後ろは真幸ヶ丘公園）

横穴墓を確認した場所（円形の穴を確認）

第31号
「
は
か
り
の
歴
史  

― 

世
界
と

つ
な
が
る
島
根
の
お
も
り 

―
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅳ

　

今
、
重
さ
を
量
る
道
具
と
言
え
ば
デ

ジ
タ
ル
秤ば

か
り。
モ
ノ
を
置
く
だ
け
で
数
値

が
表
れ
、
誰
も
が
簡
単
に
重
さ
を
量
れ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
40

～
50
年
前
ま
で
は
、
天て

ん
び
ん秤
や
棹さ
お
ば
か
り秤
を

使
っ
て
い
ま
し
た
。今
回
の
展
示
で
は
、

秤は
か
りの
歴
史
に
つ
い
て
、
県
内
か
ら
出
土

し
た
資
料
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

世
界
最
古
の
秤
は
、
て
こ
の
原
理
を

用
い
た
天
秤
で
す
。
７
千
年
前
の
中
央

ア
ジ
ア
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン（
カ
ス

ピ
海
の
東
）か
ら
石
製
の
お
も
り
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
最
も
小
さ
い
8.6
ｇ
を

基
準
と
し
、
２
倍
の
17.2
ｇ
、
４
倍
の
34.4

ｇ
、
８
倍
の
68.8
ｇ
…
と
な
る
よ
う
重
さ

を
変
え
て
あ
り
、
お
も
り
を
使
っ
た
計

量
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
頃（
約

２
千
年
前
）に
朝
鮮
半
島
か
ら
秤
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
九
州
か
ら
関
西
で
青
銅

や
石
製
の
お
も
り
が
出
土
し
ま
す
。
中

で
も
、
大
阪
府
亀
井
遺
跡
の
石
製
の
お

も
り
は
重
要
で
す
。
11
点
出
土
し
、
大

半
が
円
柱
形
で
す
。
8.7
ｇ
を
最
小
と
し

て
、２
倍
の
17.4
ｇ
、４
倍
の
34.8
ｇ
、８
倍

の
69.6
ｇ
、
16
倍
の
139.2
ｇ
、
32
倍
の
278.4
ｇ

と
重
さ
を
変
え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
8.6
ｇ

の
基
準
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
５
千
年
と

い
う
時
の
隔
た
り
、
地
理
的
な
隔
た
り

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
ア
ジ
ア
と
、

亀
井
遺
跡
の
お
も
り
の
基
準
が
ほ
ぼ
一

致
す
る
事
実
は
、
世
界
が
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
く
似
た
も
の
が
、
江
津

市
の
古
八
幡
付
近
遺
跡
に
あ
り
ま
す
。

278.4
ｇ
の
円
柱
形
で
、
8.7
ｇ
の
32
倍
の
石

製
の
お
も
り
で
す
。
こ
れ
も
弥
生
時
代

中
期
頃
の
も
の
で
、
亀
井
遺
跡
と
同
じ

基
準
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
弥
生
時
代
の
お
も
り
は
出
雲
で
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
地
で
も

天
秤
を
使
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
中
国
・
唐
に

倣な
ら

い
、「
斤き
ん
・
両
」
な
ど
の
単
位
の
使

用
が
始
ま
り
ま
す
。
市
内
の
中
野
清
水

遺
跡
で
は
、
唐
の
も
の
と
よ
く
似
た
壺

形
の
お
も
り
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
遣

唐
使
な
ど
を
通
じ
て
入
っ
て
き
た
大
陸

の
情
報
が
出
雲
に
も
影
響
を
与
え
た
こ

と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
重
さ
の
単
位
は
、
昭
和
ま
で
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
秤
を
通
し
て
、
各
時

代
を
思
い
量は

か

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
豊
治
）

12
月
５
日（
水
）～
２
月
25
日（
月
）

★
発
掘
調
査
の
現
場
か
ら

「
14
基
の
横
穴
墓
を
確
認

― 

神か
ん
ど門
横
穴
墓
群
の
発
掘
調
査 

―
」

　

市
文
化
財
課
が
実
施
し
て
い
る
神
門

横
穴
墓
群
の
発
掘
調
査
で
、
新
た
に
14

基
の
横
穴
墓
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
神
西
沖
町
地
内
、
十
間
川

の
拡
幅
工
事
に
伴
い
実
施
し
て
お
り
、

調
査
面
積
は
約
１
０
０
０
㎡
、
調
査
は

７
月
末
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

表
土
を
除
去
し
て
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
横
穴
墓
と
考
え
ら
れ
る
円
形
の
穴

が
14
基
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

（
下
写
真
）

　

神
門
横
穴
墓
群
は
、
真ま

さ
き幸
ヶ
丘
の
丘

陵（
神
門
町
・
神
西
沖
町
）に
12
の
支
群

を
形
成
し
て
お
り
、
１
２
０
基
以
上
の

横
穴
墓
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
発
掘
調
査
を
し
て

い
る
第
10
支
群
で
は
、
１
９
９
２（
平

成
４
）年
に
35
基
の
横
穴
墓
が
調
査
さ

れ
、
須
恵
器
・
鉄
刀
・
耳じ

か
ん環
・
玉
類
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
横
穴
墓
の
検
出
確
認
調
査
が

終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
横
穴
墓
内
部
の
調

査
を
開
始
し
ま
す
。
今
後
、
詳
し
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、
報
告
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
石
原　

聡
）
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第31号
「
宇う

な

て
那
手
神か
ぐ
ら楽
」

日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
文
化
財

（
第
５
回
）

・
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　

保
持
者　

宇
那
手
神
楽
保
存
会

・
２
０
１
８（
平
成
30
）年

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
25
日
指
定

　

宇
那
手
神
楽
は
、
稗
原
地
区
の
宇
那

手
町
で
近
世
か
ら
舞
わ
れ
て
き
た
神
楽

で
す
。

　

演
目
・
演
出
に
古
い
出
雲
神
楽
の
形

態
を
残
す
の
が
特
徴
。
ス
サ
ノ
オ
の
大お

ろ

蛇ち

退
治
を
描
い
た
「
蛇じ
ゃ
き切
り
」
で
は
、

市
内
で
も
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

出
雲
神
楽
特
有
の
大
蛇
「
ト
カ
ゲ
蛇
」

が
登
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奏
楽
は
他
団
体
に
指
導
・
協

力
を
行
っ
て
お
り
、
近
隣
の
神
楽
継
承

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
第
２
日
曜
に
は
地
元
・
火ほ

守も
り

神
社
の
例
祭
で
神
楽
を
奉
納
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
お
近
く
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
景
山
こ
の
み
）

　

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
神

楽
や
獅
子
舞
な
ど
、
地
域
の
誇
る
伝
統

芸
能
が
一
堂
に
会
し
て
そ
の
技
を
披
露

し
ま
す
。
今
年
、
新
た
に
市
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
、「
唐
川
神
楽
」、「
宇
那
手

神
楽
」
の
上
演
も
あ
り
ま
す
。

　

神
話
の
ふ
る
さ
と
「
出
雲
」
に
息
づ

く
技
と
心
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

演目「蛇切り」

神　楽盆踊り

獅子舞

★
新
指
定
文
化
財
紹
介

★
第
53
回
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会

★
日
本
遺
産

　

日
本
遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

を
彩
る
構
成
文
化
財
紹
介
第
５
弾
！

　

前
号
に
引
き
続
き
、
日ひ

の
み
さ
き

御
碕
神
社
に

注
目
し
ま
す
。
今
回
は
、
神
社
に
伝
わ

る
宝
物
を
紹
介
し
ま
す
。

①
白

し
ろ
い
と
お
ど
し
よ
ろ
い

糸
威
鎧

　

国
宝
指
定
さ
れ
て
い
る
鎧
兜か

ぶ
と
の
優

品
。
鎌
倉
時
代
末
～
室
町
時
代
初
め
に

製
作
さ
れ
、
日
御
碕
神
社
に
寄
進
さ
れ

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
源
頼
朝
の
寄

進
と
い
わ
れ
、
老
中
松
平
定
信
が
編
集

し
た
古
宝
物
図
録
集『
集し

ゅ
う
こ
じ
っ
し
ゅ

古
十
種
』に
も

登
場
し
ま
す
。
１
８
０
５（
文
化
２
）年

に
松
江
藩
主
松
平
治は

る
さ
と郷（
不ふ
ま
い昧
）の
命
に

よ
っ
て
修
理
さ
れ
、
現
在
は
東
京
国
立

博
物
館
が
保
管
。
出
雲
文
化
伝
承
館
に

は
復
元
品（
左
写
真
）が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

白糸威鎧（復元）

『出雲国風土記』日御碕神社本
（県指定文化財）

12
月
２
日（
日
）

②
出
雲
国
風
土
記
（
日
御
碕
神
社
本
）

　

奈
良
時
代
、
日
本
各
国
の
風
土
・
伝

承
を
集
め
た
風
土
記
が
編へ

ん
さ
ん纂
さ
れ
ま
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
は
７
３
３（
天
平

5
）年
に
完
成
し
、
ほ
ぼ
完
全
な
内
容

が
今
に
伝
わ
る
唯
一
の
風
土
記
で
す
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
写
本
は

１
７
０
冊
以
上
残
さ
れ
て
お
り
、
日
御

碕
神
社
本
は
１
６
３
４（
寛
永
11
）年
、

御
三
家
筆
頭
の
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
が

寄
進
し
た
一
冊
。
３
代
将
軍
徳
川
家
光

が
日
御
碕
神
社
の
社
殿
造
営
を
命
ず
る

１
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

本
の
奥
書
に
は
、「
全
国
66
巻
の
風

土
記
の
う
ち
、
今
残
る
の
は
出
雲
国
風

土
記
の
み
。
こ
れ
は
出
雲
が
神
国
ゆ
え

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
国
の
霊
物
で

あ
る
た
め
、
日
御
碕
神
社
に
寄
進
す

る
。」
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
の
社
宝
は
、
い
ず
れ
も
将
軍
家

や
大
名
と
関
係
が
深
か
っ
た
日
御
碕
神

社
の
栄
華
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
文

化
財
で
す
。　
　
　
　
（
景
山
こ
の
み
）

●

時　

間　

10
時
～
15
時
30
分

●

場　

所　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス

　
　
　
　
　

う
ら
ら
館（
大
社
支
所
隣
）

●

入
場
料　

当　

日　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

前
売
り　

４
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

無
料

※
10
月
下
旬
か
ら
前
売
券
販
売
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〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第31号

★
企
画
展
・
講
座
な
ど
の
ご
案
内

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

▼
館
長
講
座

　

第
2
回

　
　
「
出
雲
国
分
寺
を
読
み
解
く
」

　
　
11
月
24
日
（
土
）
14
時
～

　

第
3
回

　
　
「
石
見
国
分
寺
を
読
み
解
く
」

　
　
1
月
26
日
（
土
）
14
時
～

▼
ミ
ニ
企
画
展

　

出
雲
を
掘
る 

第
７
話

　
「
小
山
遺
跡 

― 

発
見
か
ら
70
年 

―
」

　
11
月
17
日
（
土
）
～
2
月
4
日
（
月
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅲ

「『
黄
泉
の
穴
』
の
人
骨

～
猪
目
洞
窟
遺
跡
発
見
70
年
～
」

　
好
評
開
催
中
～
12
月
３
日
（
月
）

　
●
関
連
講
座

「
古
人
骨
か
ら
み
た
出
雲
に
生
き
た
人
々
」

　
10
月
13
日
（
土
）
14
時
～

　
【
講
師
】
舟
橋
京
子
氏

　
　
　
　
（
九
州
大
学
大
学
院
講
師
）

　
●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
11
月
17
日
（
土
）
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅳ

　
「
は
か
り
の
歴
史 

― 

世
界
と

つ
な
が
る
島
根
の
お
も
り 

―
」

　
12
月
5
日
（
水
）
～
2
月
25
日
（
月
）

　
●
関
連
講
座

「
日
本
の
は
か
り
」（
仮
）

　
12
月
22
日
（
土
）
14
時
～

　
【
講
師
】
森
本　

晋
氏

　
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
企
画
調
整
部
長
）

「
世
界
の
は
か
り
」（
仮
）

　
1
月
12
日
（
土
）
14
時
～

　
【
講
師
】
堀　

晄
氏

　
（
田
和
山
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
副
会
長
・

元
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
研
究
部
長
）

▼
よ
す
み
ち
ゃ
ん
お
り
が
み
教
室

　
　
　
　
　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

　
10
月
14
日
（
日
）
10
時
～
・
14
時
～

　

カ
ボ
チ
ャ
の
お
化
け
や
魔
女
を

折
り
紙
で
つ
く
り
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
か
わ
い
い
パ
ネ
ル
を
つ
く

り
ま
す
。

●

募
集
人
数　

各
回
10
名

　
　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
ぐ
る
っ
と
サ
イ
ク
ル

　
　

古
代
出
雲
の
王
墓
め
ぐ
り
ラ
イ
ド

　
10
月
20
日
（
土
）
9
時
30
分
～

　

出
雲
に
築
か
れ
た
王
墓
を
自
転

車
で
め
ぐ
り
ま
す
。

　

今
市
大
念
寺
古
墳
・
上
塩
冶
築
山

古
墳
・
上
塩
冶
地
蔵
山
古
墳
の
石
室

内
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

●

募
集
人
数　

15
名

●

参
加
費　
　

３
０
０
円

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

締
切　

10
月
17
日（
水
）

　

今
年
、
日
本
の
博
物
館
の
歴
史
を
講

義
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
ま
も
毎
年
、
奈
良
で
開
催
さ
れ
る

「
正
倉
院
展
」
は
、
奈
良
時
代
に
東
大

寺
大
仏
の
開
眼
会
に
使
わ
れ
た
道
具
類

や
、
大
仏
建
立
を
発
願
し
た
聖
武
天
皇

遺
愛
の
品
々
が
並
び
、
人
々
を
魅
了
し
ま

す
。
収
集
し
て
保
存
す
る
、
と
い
う
博

物
館
の
わ
が
国
で
の
原
点
は
一
三
〇
〇

年
前
の
正
倉
院
に
あ
り
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
足
利
義
政
は
京
都
の
東

山
に
別
荘
を
建
て
（
そ
の
中
の
建
物
の一

つ
が
「
銀
閣
」）、
中
国
美
術
な
ど
の
宝

物
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
宝
物
「
東
山

御
物
」
の
全
貌
は
、イ
ラ
ス
ト
入
り
目
録

『
君く

ん
だ
い
か
ん
そ
う
ち
ょ
う
き

台
観
左
右
帳
記
』
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
美
術
品
を
書
院

に
ど
の
よ
う
に
飾
る
の
か
、
と
い
う
「
し

つ
ら
え
」
ま
で
示
し
た
点
で
「
ハ
ウ・ツ
ー
」

本
の
先
駆
け
と
も
い
え
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
薬
用
や
食
用
に
な

る
動
植
物
・
鉱
物
の
研
究
が
進
み
ま
し
た
。

蘭
学
や
西
洋
医
学
が
大
き
な
刺
激
と
なっ

て
自
然
科
学
が
発
展
す
る
と
、
収
集
さ

れ
る
資
料
の
範
囲
が
広
く
な
って
い
き
ま

す
。
幕
末
に
は
薩
摩
藩
な
ど
が
有
望
な

若
者
を
欧
州
へ
と
派
遣
し
て
西
洋
文
明
の

吸
収
に
努
め
ま
し
た
。
福
沢
諭
吉
が『
西

洋
事
情
』
の
な
か
で
博
物
館
を
取
り
上

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

げ
た
の
は
、
社
会
と
産
業
の
近
代
化
に
博

物
館
が
果
た
す
大
き
な
役
割
を
理
解
し

て
い
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
国
家
事
業
と
し
て
推
進
し
た

の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」
に
も
登

場
す
る
「
一
蔵
」
こ
と
大
久
保
利
通
と

薩
摩
藩
主
島
津
家
に
繋
が
る
町ま

ち
だ
ひ
さ
な
り

田
久
成

で
し
た
。
東
京
の
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
西
側
に

は
、
美
術
館
や
動
物
園
や
博
物
館
な
ど

の
文
教
施
設
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
か
つ
て
徳
川
将
軍
家
の
菩
提
寺
・
東

叡
山
寛
永
寺
の
境
内
地
で
し
た
が
、
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
に
よ
って
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
現
在
の
姿
に
変
え
た
の
が

大
久
保
と
町
田
で
し
た
。

　

日
本
の
博
物
館
は
、
千
年
以
上
に
わ

た
る
歴
史
を
内
に
秘
め
て
い
る
の
だ
、
と

改
め
て
実
感
さ
せ
て
も
ら
っ
た
加
計
学
園

で
の
講
義
で
し
た
。　
　
　
（
花
谷　

浩
）


